
　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

1 月９日　令和４年遠賀郡消防合同出初式
町民の安全・安心のために

　水巻南中学校グラウンドで遠賀郡４町の消防団員と遠賀郡消防本部
が参加して合同出初式が行われました。芦屋町からは守田政孝団長以
下 60人が参加し、式典では消防活動に貢献のあった団員や団の表彰が
行われ、その後祝賀放水が行われました。
●藍
らんじゅ

綬褒
ほうしょう

章／渕野康則
●消防庁長官表彰／永年勤続章＝樋垣敦三
●�日本消防協会表彰／勤続章＝伊藤和博、仲尾清美、犬塚守
●�福岡県消防協会表彰／ 50年＝湊 寛。35年勤続＝浅井和生、堀江浩
幸。25年勤続＝田中淳司、久原裕司。15年勤続＝中西 貫、本田秀樹、
中西信二、豊嶋哲也。10 年勤続＝中西啓太、今重幸裕、徳永純一。
優良団員表彰＝今田安則。遠賀支部長表彰／牧元聡志、石橋裕作
●�団長表彰／土井隆太郎、井下田満（敬称略）

� 12 月 14 日　遠藤喜代志さんが文化庁長官表彰を受賞
芦屋釜の製作技術の復元と後継者の育成に尽力芦屋釜の製作技術の復元と後継者の育成に尽力

　平成７年度から 21年度まで、芦屋釜の里の工房で芦屋釜の復元や後継
者の育成に尽力された鋳金作家の遠藤喜代志さん（宗像市）が、文化庁長
官より表彰されました。今回の表彰は、それらの活動により、国の芸術文
化の振興に多大な貢献をしたという功績が認められたものです。遠藤さん
は、「表彰の連絡がきた時にはとても驚きました。芦屋釜復興という事業
を国も高く評価していただきうれしく思っています」と話してくれました。
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周囲の皆さんの支えで、長生きできたことに感謝周囲の皆さんの支えで、長生きできたことに感謝

　武谷千代子さん（船頭町）が満 100 歳を迎え、町からお祝い状などが贈ら
れました。武谷さんは、芦屋生まれの芦屋育ち。結婚して北九州で、２人の
子どもを育てました。家族旅行や料理が好きで、家族みんなで集える時が一
番楽しいと話します。最近はひ孫と遊んだり、大昔の歌謡曲や軍歌を聞いたり、
お地蔵様参りに出かけるなど穏やかな日々を過ごされています。

� １月 13 日　博多鋳物師山鹿家の資料を芦屋町に
博多博多鋳鋳

い も じい も じ
物師物師が描いた茶の湯釜の美しい下絵が描いた茶の湯釜の美しい下絵

　太田和孝さん（東峰村）から、太田家に伝わる博多鋳物師山鹿家の釜
の下絵などの貴重な資料が、芦屋町に寄贈されました。博多鋳物師山鹿
家は、江戸時代初期ごろに博多に移り住んだ芦屋鋳物師の末

まつえい
裔です。太

田さんは、「ゆかりのある芦屋町にあるべき資料だと思いました。釜の
下絵が、芦屋釜の発展に役立つことを祈ります」と話してくれました。

� 満 100 歳の誕生日、おめでとうございます

１月18日　全国中学生人権作文コンテスト福岡県大会北九州協議会部門表彰式
「幸せ」は平等に与えられた権利「幸せ」は平等に与えられた権利

　79万 2451人の応募があった、第40回全国中学生人権作文コンテス
トで、芦屋中学校2年生の中松俐

り み
美さんが優秀賞を受賞され、北九州人

権擁護委員協議会会長と福岡法務局北九州支局長より賞状が授与されま
した。中松さんは、「相手の気持ちを考え、自分から行動するということ
を大切にして、将来は人の役に立つ人になりたいです。みんなが幸せに
なるための権利を守っていけるようになりたいです」と話してくれました。� （作文は広報あしや12月号に全文掲載）

� 11月９日～ 12月 14日　スマホ・タブレット講座
スマホで電子決済ができるようになりました！スマホで電子決済ができるようになりました！

　中央公民館講座の中でも人気のスマホ・タブレット講座は、自分のスマホ
やタブレットを電話やメール以外にも役立てられるようにと開講しています。
取材した日は、コンビニや酒屋で買い物をし、スマホで支払う実習。電子決
済を行うためのステップをこの講座で学んできた参加者は、「コンビニエン
スストアで現金をスマホにチャージをして、実際に支払いに使うことができ
ました。やり方を忘れないうちに、慣れようと思います」と話していました。

� 12 月 24 日　複合施設芦屋はまゆう
コロナ禍でも工夫して楽しいクリスマスのひと時コロナ禍でも工夫して楽しいクリスマスのひと時をを

　複合施設芦屋はまゆうで、25人の利用者が参加するクリスマス会が行われま
した。利用者が指揮者となり、職員が１カ月以上練習したハンドベルで「きよし
この夜」など５曲を演奏し、クリスマスムードを盛り上げました。利用者の中に
は美しい音色に涙する人も。ダンス曲に合わせて手話の振り付けで踊り、最後
は「マツケンサンバ」に乗ってアッシー君も登場し、大盛り上がりでした。新型
コロナウイルス感染症対策のため、試行錯誤しましたとのことでした。
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